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    議員傍聴  1 名 

 
１）子宮頚がんワクチンの湖南市の現状 
   ６月の子宮頸がん予防ワクチン接種後副反応に関する厚生労働省の審議会で、ワクチ

ンの副作用について報告があり、因果関係が否定できない持続性な痛みがワクチン接種

後に見られたことから、副反応のことがもう少し明らかになるまでは、積極的な勧奨を

とらないようにといった通知が厚生労働省から出たことを受け、当委員会で湖南市の現

状を聞いた。 

湖南市の現状 

予防接種は平成 22 年から実施しており、80～90％ぐらいの接種率である。 

湖南市においては、過去に 1名予防接種後にめまいが出たこと以外は副反応の報告は 

  受けていない。今後の対応としては、個別通知はしていかない、８月の広報、ホームペ 

  ージでお知らせする。 

委員の意見 
注射の接種の仕方、部位についてもしっかり因果関係を出してほしい。430 万回に１ 

回といった副作用であり、海外ではすでに５年前からワクチン接種が開始されているが 

副作用は数例。日本は誇張して報道されている。せっかくのワクチンに変な不安感を 

もたせてしまうのでは・・といった意見があった。 

 
２）湖南市の児童虐待対策の状況調査 
   本市の子育てに関する支援策、児童虐待の未然防止策の現状と課題について調査した。 
  湖南市の現状 
   児童虐待に関する相談数は増加傾向にある。その要因としては、ＤＶ関係の相談件数 
  が増加傾向にある。早期発見、早期対策が重要であるため、健康政策課との連携、子育 
  て支援策は大変重要。担当課から、乳児家庭全戸訪問事業の報告を受ける。  



平成 24 年度対象者 501 名。保健師、助産師が訪問。未訪問者は８ケース。それぞれ 

に理由がある。訪問拒否もあるが、健康政策課とは接触が持てている。 

○ ハイリスクの妊産婦、新生児数は 11 ケース。 

○ 多胎児家庭は、27 家庭で、申請は 11 家庭が多胎児家庭育成支援事業に申請しホ 

ームヘルパー等の派遣にて、家事育児に関する支援を受けている。 

○ 育児支援家庭訪問事業は対象者もあり、なかなか支援が必要な家庭に入りづらい状

況が続いている。 

○ 子育て支援ヘルプ事業は 30 分 125 円と実費が発生したり、期間の短さ、出産直後の

受け入れにくさなど、実績が上がってこない。制度の見直しも必要。 

○ 要保護児童以外のかかわりとして、生活基盤の不安定な家庭への支援ケースが本当

に増えている。 
○ 家庭児童相談室の仕事はかなり深い。他市に比べて、資格認定者や正規職員の雇用

が少ない現状で、マンパワーの充実が望まれる。 
委員の意見 
お母さんに特別な支援が必要な家庭が増えており、育児が出来ているのか心配。虐待

は早期に発見してかかわる事が第一。家族全体を支援してもらう仕組みも必要。 
子育て支援ヘルプ事業は一度再検討してみてはどうか。また、これだけの継続した支

援が広がりを見せているおり、関係部署との連携強化が必要に迫られている。今の人員

体制、正規職員マンパワーに問題があるのではないかと意見が出された。 
 

３）通学路の安全確認について新年度の取り組み 
   この案件については、委員会としては改善要望重点課題として、今までから取り組ん 

できている。2月 5日の委員会の議論の結果、一目でわかるような各課連携して集約さ 

れた台帳の整備を要望しているところであり、新年度になって新役員への台帳の説明の 

周知状況、また新しく設置された「通学路に関係する担当者会議」の開催予定等の調査 

を実施した。職員から４つの中学校区ごとに現在の進捗状況の説明があり、新役員には、 

新しく作成された「通学路危険個所対応状況一覧」（台帳）が手渡され説明をしていた 

だいているとの説明を受けた。今後は平成 25 年度の新役員による要望が 11 月ごろ集 

約されるため、その後、「通学路に関係する担当者会議」を開催し、ＡＢＣＤとランク 

付けを新しく整理し直すとのこと。委員会としては、公安委員会の「検討する」と 

いった回答の多さに疑問思する意見が出されているため、執行部と調整して公安委員会 

への要望行動にも同席し、その現状も調査すべきではといった意見があり、実行してい 

きたい。今後も引き続き新体制の継続を求める意見が出された。 

 

４）その他 

   水戸小学校の大規模改造工事、学校給食センターの改築工事、石部小学校改築工事 

  学校教育きらめきサポーター事業について説明を受けた。 


